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農家の部

三重県四日市市

加藤 剛



１．地域の概要

 四日市市は、明治 30年に市制を施行

し、昭和 32年まで周辺の町村を併合、

さらに、平成 17 年 2 月 7 日に楠町と

合併し、現在の市域となった。三重県

の北部に位置し、西は三重郡菰野町と

接し鈴鹿連峰につらなり、東部は伊勢

湾に面している。平均気温は 15.1℃、

年間降水量は 1,600mm と温暖で適度

な降水がある。 

 現在の人口は約 31 万人、面積は約

206ｋ㎡となっている。名古屋市から

35㎞圏内に位置するため、ベットタウ

ンにもなり、宅地開発が進んでいる。

国際拠点港湾である四日市港が整備

されている他、ＪＲ東海関西線、東名

阪自動車道、伊勢湾岸自動車道等、交

通運輸は海陸とも恵まれ、都市近郊の

特性を生かした農業が営まれている。 

２．地域農業の概要

 四日市市の耕地面積は約 4,010ha で、そのうち水田は約 2,680ha である。農

家戸数は 4,329 戸で、うち専業農家が 502 戸で総農家数の 11.6％を占め、第 1

種兼業農家は 4.5％、第 2種兼業農家は 83.9％となっている。 

市域の 6 割を占める農業振興地域において、米を主体に転作作物としての小

麦・大豆、指定産地のハクサイ、バレイショの他、キャベツ、ダイコン、カブ

を中心にした露地野菜、施設を利用した花き・メロン・トマト・イチゴや、ネ

ギ等の軟弱野菜など多種多様な農業生産が行われている。特に茶については、

伊勢茶の主産地であり、中でも高品質茶として知られる「かぶせ茶」は全国一

位の生産量である。 

土地利用型作物は、栽培面積が水稲 1,700ha、小麦 397ha、大豆 264ha とな

っている。早生品種である「コシヒカリ」が主に栽培され、本州でも有数の早

場米産地となっている。小麦は実需者からの需要が高く、伊勢うどんの原料と

なる「あやひかり」が市全域で栽培されている。 



３．加藤氏の経営概況

加藤氏は、18歳の平成 2年に就農し、稲・麦・大豆の基幹作業から栽培方法

の習得に努めた。平成 9 年には、親子間の家族経営協定を結び、家族員の役割

分担を明確にし、主に稲作部門、機械作業部門を担当した。平成 22年には、認

定農業者となり、生産面だけでなく経営面の役割も担い、経営者としての資質

習得に努め、平成 24年に経営移譲を受けた。 

現在は、妻、弟夫婦、父と常時雇用 4名で、水稲 5,368ａ、小麦 5,110ａ（種

子小麦 2,599ａ）、大豆 4,672ａ、露地野菜 50ａ（サトイモ 30a、サツマイモ 19a、 

ピーマン 1ａ）のほか、水稲の苗生産（5,000枚）や乾燥調製（5,000俵）、大豆

の収穫（5,000ａ）などの作業受託を行い、地域の小規模農家への支援と合わせ

て大規模農業経営に意欲的に取り組んでいる。 

地域の農地保全への思いが強く、年々増えている農地管理の委託要望に応え、

経営面積は拡大を続けている。そこで、作期分散や大型機械の導入、新たな雇

用の活用などを行い、市内でも最大の農業経営規模を誇っている。 

麦作については、全面積で「あやひかり」を栽培し、この 5 年で作付面積を

1.2倍以上に拡大している。収量は、基本に忠実な栽培管理と労力を惜しまない

取り組みにより平成 27年産で 337kg/10aとなり、県平均収量（265㎏）を上回

り、品質においても、92.5％が 1等・Ａランクと高い評価を得ている。 

なお、当該品種は、伊勢うどん等の原料として県内製粉会社からの需要が高

く、県内の栽培面積は年々増加しているが、需要量に追い付いていない状況で

ある。 

加藤氏は、高度な生産技術を有し乾燥調製作業も自分で行っていることから、

関係機関からの依頼で 8年前から「あやひかり」の採種事業に取り組んでいる。

今では麦作付面積の約半分が種子生産ほ場となっており、需要の高い三重県産

小麦の生産拡大に貢献している。 

表１ 小麦生産概要 

年産 品種 
作付面積

(a) 

反収(kg/10a) 1 等比率(%) 

加藤 県平均 加藤 県平均 

H27 あやひかり    5,110 337 265 92.5 94.5

H26 あやひかり 4,393 492 347 95.8 93.4

H25 あやひかり 4,148 357 285 90.1 87.9



表２ 品質分析結果（平成 27年産） 

タンパク質

(%)

灰分 

(%) 

容積重 

(g/l) 

フォーリング

ナンバー

9.4 1.51 870 348 

４．技術・経営上の特色

（ア）排水対策

小麦栽培における排水対策は、収量確保や品質向上に向けた重要な基本技術

と位置付けている。明渠等の施工は、播種適期を見据えて計画的に稲刈り作業

と並行して 9 月から行うとともに、圃場状況に応じ弾丸暗渠を行うなど乾きや

すい圃場づくりに努めている。 

また、機械作業だけに頼ることなく、排水路の繋ぎ部分に細心の注意を払い

手作業で行うなど労力を惜しまない。さらに、栽培期間を通じて排水能力が維

持されるよう見回りを強化している。 

（イ）土壌改良

近年、三重県では水田の高度利用に伴い pH低下（pH4.5前後)による生育障

害が発生し、収量の低下が見受けられるようになってきた。 

加藤氏は、過去の反省から土づくりの重要性を認識し、10 年以上前から「稲

―麦―大豆（2 年 3 作）」のブロックローテーションへの取り組みや土壌診断に

基づいた播種前の石灰資材散布を行っている。これにより、pH低下を未然に防

止し、収量の安定化を目指している。 

（ウ）施肥管理

 当地域では、多くの生産者が省力化のため肥効調節型肥料（基肥一発型）を

使用している。 

加藤氏は、労力が多くかかるものの、気象条件や小麦の生育に応じた管理が

できる分施体系（基肥、追肥 2 回）を採用し、追肥のタイミングを逃すことの

ないように常に生育観察を行っている。 

また、倒伏による収量や品質の低下を防ぐため、1月下旬から 2月上旬にかけ

て２回以上の麦踏みを実施している。 

（エ）雑草対策

 当地域では、ブロックローテーションが確立しており、田畑転換により難防

除雑草の発生を抑えている。よって播種後の土壌処理剤散布による雑草防除を

基本としている。 



加藤氏は、小麦の採取事業に取り組んでいることから、変異種や雑草種子の

混入防止に注意を払い、生育期間中のこまめな巡回と手作業での除草を行って

いる。 

（オ）コスト低減

加藤氏の管理する圃場は、7 集落、約 500 筆（半径 4～5km 圏内に点在）に

も及んでいる。就業前に従業員とのミーティングで一日の作業内容や場所等の

確認を行い、人や機械が移動する時間と燃料の無駄を極力少なくするように努

めている。 

また、農地の集積や畦畔除去などによる集約を行うとともに、大型機械の導

入を進め効率化・省力化を図っている。 

さらに、病害虫防除は労働時間の軽減および水稲田植えとの作業競合を避け

るため、JAが実施する共同防除を利用している。 

また、当地域では、乾燥機の清掃の手間を省くため乾燥調製は JAの CE･RC

で乾燥・調製を行うのが一般的であるが、自家乾燥を行うことで荷受けの順番

待ちによる時間ロスがでないよう努めている。 

表３ 10aあたりの小麦労働時間 

作業名 機械名 労働時間（分） 

耕起 ロータリー 30 

弾丸暗渠施工 ハーフソイラ― 15 

溝切り 溝切り機 20 

石灰、肥料散布 ブロードキャスター 10 

播種 施肥播種機 60 

除草 乗用管理機 10 

麦踏み ケンブリッジローラー 15 

追肥 ブロードキャスター 15 

刈取 自脱型コンバイン 25 

運搬 2t ダンプ 25 

乾燥・調製 乾燥機 20 

合計 
加藤氏 

245 

（4.1 時間） 

（県平均） （4.3 時間） 

（カ）技術向上

加藤氏は、栽培技術の習得・向上に向け、自ら関心のある資材、JAや普及セ



ンターなどから依頼される資材等の実証試験を積極的に実施している。関係機

関との連携や信頼関係を築くとともに、実証試験の状況を経過観察し、多様な

情報収集に努めている。効果が確認された技術や資材は、自身の圃場でも積極

的に採用している。 

また、国や県の施策や制度について積極的な情報取集を行うとともに、ＪＡ

や普及センター、行政機関が開催する研修会等には必ず出席し、経営改善・発

展に向け取り組んでいる。 

（キ）品質改善

従来作付けされてきた「農林 61号」は縞萎縮病に弱く、また倒伏しやすい品

種であり低収の大きな要因となっていた。加藤氏は JAや普及センターなどと連

携し、これらに耐性がある「あやひかり」への品種転換にいち早く取り組んだ。

その結果、収量、品質が大幅に向上した。 

 収穫時期は、梅雨と重なるため、降雨により品質が低下しないよう、天気や

小麦の水分状態を自らチェックするなど刈取り適期の把握に努めている。 

収穫した小麦はすべて、コスト低減だけでなく、自らが品質の確認をし、反

省点を翌年度以降に反映させるために自己所有の施設で乾燥調製し、農協へ出

荷している。 

また、種子用については、発芽率が低下しないよう時間をかけて低温乾燥を

行っている。 

 その他にも、100％種子更新、作業適期を逃さない計画的な栽培を徹底し、収

量の高位安定化と上位等級麦の生産に努めている。 

（ク）その他

加藤氏は、平成 13年から平成 24年まで当県の青年農業士を務めるとともに、

平成 25年から県が就農支援の先進農家に認定している「みえの就農サポートリ

ーダー制度」にも登録し、新規就農者や地域の後継者の育成に貢献している。

また、新任普及指導員など研修生も積極的に受け入れ、次代を担う農業者・普

及指導員の育成にも取り組んでいる。 

このように加藤氏は、地域の中核農家及びリーダーとして、地域農業振興に

努力・貢献し、地域の中で高い信頼を得ている。 

その他にも、平成 22年度全国優良経営体表彰において「農林水産大臣賞」を

受賞された。 

５．今後の課題

今まで地域の農地保全への思いから、農地管理の依頼があれば、ほ場の大小



に関わらず受け入れ、地権者との信頼関係を築くことで規模拡大を図ってきた。

今後も地権者や地域との信頼関係を重視しつつ、農地中間管理機構も活用しな

がら、より一層、農地の集積・集約を進め、経営面積の拡大を図ることを考え

ている。 

また、引き続き、基本技術を徹底し、JA や普及センター等関係機関と協力

しながら、積極的に多様な実証試験などを実施し、更なる技術・経営改善を行

っていく。 

（三重県四日市鈴鹿地域農業改良普及センター 普及 1課 技師 水谷祐真） 
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